
0

産業廃棄物処理状況報告書の記載方法について
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１ 運搬状況報告書の記載に係る留意事項
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様式第６号（第15条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

令和○年 ○月 ○日

静岡県知事 様

産 業 廃 棄 物

特別管理産業廃棄物

運搬状況報告書

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例第17条第１項の規定により、令和○年３月31日以前の１年間における

況について、次のとおり報告します。

産 業 廃 棄 物

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物
の運搬状

保 管 種 類
運 搬 量

（ ｔ ）

報 告 者 に 運 搬 を 委 託 し た 者 報告者が産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物を引き渡した者

許可番号 氏名又は名称 住所又は所在地 受託量（ｔ）許可番号 氏名又は名称 住所又は所在地 引渡量（ｔ） 備考

行った

場 合

小 計 ― ― ― ― ― ― ―

行わな

かった

場 合

小 計 ― ― ― ― ― ― ―

合 計 ― ― ― ― ― ― ―

住 所 ○○県○○市○○町○○

氏 名 株式会社○○○○

代表取締役○○○○

電話番号 ○○○-○○○-○○○○

許可番号 ０２２１○○○○○○○

備考１参照。産業廃棄物の処分に係る報告なのか特別管理産業廃棄

物の処分に係る報告なのか区別できるように、丸で囲むなどする。

運搬を受託した(特別管理)

産業廃棄物の種類を記載

積替え保管施設を

1 経由した（特別管理）産業廃棄物の運搬状況 「行った場合」に記載

2 経由しなかった（特別管理）産業廃棄物の運搬状況 「行わなかった場合」に記載

運搬した（特別管

理）産業廃棄物の

量を t で記載

備考２参照

氏名（法人の場合にあっ

てはその名称）を記載

（特別管理）産業廃棄物（中

間処理後の廃棄物を含む。）

が排出された事業場の住所

を市町村名まで記載

受託した (特別管

理 )産業廃棄物の

量を t で記載

運搬先に引渡した(特別

管理)産業廃棄物の量を

t で記載

備考３参照
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備考

１ 産業廃棄物の運搬に係る報告と特別管理産業廃棄物の運搬に係る報告は別葉とすること。

２ 「許可番号」の欄には、報告者に運搬を委託した者又は報告者が産業廃棄物若しくは特別管理産業廃棄物を引き渡した者が産業廃棄物処理業者

である場合に、その許可番号を記載すること。

３ 報告者が収集運搬業者に運搬を再委託した場合には、「備考」の欄に「再」と記載すること。

４ 記入欄が不足するときは、この様式の例により作成した書面に記載して、当該書面を添付すること。

５ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと及び月ごとの保管が行われる施設（以下「保管施設」という。）への搬入搬出状況等については、

別紙に記載し添付すること。

６ 売却の場合は「備考」の欄に「売却」と記載すること。
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別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと及び月ごとの搬入搬出状況

備考

１ 産業廃棄物の運搬に係る報告と特別管理産業廃棄物の運搬に係る報告は別葉とすること。

２ 保管施設ごとに別葉とすること。

３ 記入欄が不足するときは、この様式の例により作成した書面に記載して、当該書面を添付すること。

保 管 施 設 の 設 置 場 所

保 管 施 設 に お け る

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 保 管 上 限 （ ｔ ）

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

年 間

総 量

（ｔ）

搬 入 量 ( t )

搬 出 量 ( t )

搬 入 量 ( t )

搬 出 量 ( t )

搬 入 量 ( t )

搬 出 量 ( t )

搬 入 量 ( t )

搬 出 量 ( t )

別紙は積替え保管施設ごと、産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の別ごとに作成

積替え保管施設の所在地を番地まで記載

（特別管理）産業廃棄物ごとの

保管上限を t で記載

積 替 え 保

管 施 設 に

搬 入 し た

( 特 別 管

理 ) 産 業

廃 棄 物 の

種 類 を 記

載

積替え保管施設に搬入

した（特別管理）産業廃

棄物の量を t で記載

積替え保管施設から搬

出した（特別管理）産業

廃棄物の量（有価物とし

て拾集した量を含む。）

を t で記載
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２ 運搬状況報告書の記載例

【注意】

この例では、見やすさのため、運搬量等の値に整数を用い

ています。実際に報告書を作成するときには、必要に応じて

量を小数点以下まで記入してください。
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様式第６号（第15条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

令和○年 ○月 ○日

静岡県知事 様

産 業 廃 棄 物

特別管理産業廃棄物
運搬状況報告書

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例第17条第１項の規定により、令和○年３月31日以前の１年間における

況について、次のとおり報告します。

産 業 廃 棄 物

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物
の運搬状

保 管 種 類
運 搬 量

（ ｔ ）

報 告 者 に 運 搬 を 委 託 し た 者 報告者が産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物を引き渡した者

許可番号 氏名又は名称 住所又は所在地 受託量（ｔ）許可番号 氏名又は名称 住所又は所在地 引渡量（ｔ） 備考

行った

場 合

廃プラスチック類 3,000 (株)○○ 静岡県○○市 2,000 0222…… (有)△△△ 静岡県△△市 2,000

022…… (有)○○○ ○○県○○町 600 同上 同上 同上 600

(株)△△ 静岡県△△市 350 0224…… □□□(株) □□県□□市 350

○○高校 静岡県○○町 50 0222…… (株)○○○ ○○県○○町 50

金属くず 800 (株) □□ 静岡県□□市 500 0223…… (有) □□□ 静岡県□□町 500

同上 同上 300 0222…… (株)○○○ ○○県○○町 300

小 計 3,800 ― ― ― 3,800 ― ― ― 3,800 ―

行わな

かった

場 合

汚泥 5,000 (株)☆☆☆ 静岡県☆☆市 5,000 0224…… □□□(株) □□県□□市 5,000

金属くず 4,200 (有)◎◎◎ ◎◎県◎◎市 4,200 0222…… (有)△△△ 静岡県△△市 4,200

小 計 9,200 ― ― ― 9,200 ― ― ― 9,200 ―

合 計 13,000 ― ― ― 13,000 ― ― ― 13,000 ―

住 所 ○○県○○市○○町○○

氏 名 株式会社○○○○

代表取締役○○○○

電話番号 ○○○-○○○-○○○○

許可番号 ２２１○○○○○○○

記入欄

が不足

したら

追加
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備考

１ 産業廃棄物の運搬に係る報告と特別管理産業廃棄物の運搬に係る報告は別葉とすること。

２ 「許可番号」の欄には、報告者に運搬を委託した者又は報告者が産業廃棄物若しくは特別管理産業廃棄物を引き渡した者が産業廃棄物処理業者

である場合に、その許可番号を記載すること。

３ 報告者が収集運搬業者に運搬を再委託した場合には、「備考」の欄に「再」と記載すること。

４ 記入欄が不足するときは、この様式の例により作成した書面に記載して、当該書面を添付すること。

５ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと及び月ごとの保管が行われる施設（以下「保管施設」という。）への搬入搬出状況等については、

別紙に記載し添付すること。

６ 売却の場合は「備考」の欄に「売却」と記載すること。
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別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと及び月ごとの搬入搬出状況

備考

１ 産業廃棄物の運搬に係る報告と特別管理産業廃棄物の運搬に係る報告は別葉とすること。

２ 保管施設ごとに別葉とすること。

３ 記入欄が不足するときは、この様式の例により作成した書面に記載して、当該書面を添付すること。

保 管 施 設 の 設 置 場 所 静岡県○○市○○町○○○○

保 管 施 設 に お け る

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 保 管 上 限 （ ｔ ）

廃プラスチック類 ○○○t

金属くず △△△t

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

年 間

総 量

（ｔ）

廃プラスチック類
搬 入 量 ( t ) 250 250 300 300 300 100 200 250 150 300 350 250 3,000

搬 出 量 ( t ) 230 220 300 330 320 80 220 260 140 280 340 280 3,000

金属くず
搬 入 量 ( t ) 0 100 100 100 50 50 0 100 100 50 50 100 800

搬 出 量 ( t ) 20 90 100 90 60 40 10 90 80 70 40 80 770

搬 入 量 ( t )

搬 出 量 ( t )

搬 入 量 ( t )

搬 出 量 ( t )
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３ 処分状況報告書の記載に係る留意事項
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様式第７号（第15条関係）（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

令和○年 ○月 ○日

静岡県知事 様

備考

１ 産業廃棄物の処分に係る報告と特別管理産業廃棄物の処分に係る報告は別葉とすること。

２ 「許可番号」の欄には、報告者に処分を委託した者又は報告者が処分を委託した者が産業廃棄物処分業者である場合に、その許可番号を記載す

ること。

３ 報告者が処分業者から処分を再委託された場合には、「報告者に処分を委託した者」の「備考」の欄に「再」と記載すること。

４ 報告者が処分業者に処分を再委託した場合には、「報告者が処分を委託した者」の「備考」の欄に「再」と記載すること。

産 業 廃 棄 物

特別管理産業廃棄物

処分状況報告書

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例第17条第１項の規定により、令和○年３月31日以前の１年間における

況について、次のとおり報告します。

産 業 廃 棄 物

特 別管理 産業 廃棄物 の処分状

種 類 処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号

氏 名 又

は 名 称

住所又は

所 在 地
受託量(t) 備 考

許可番号

氏 名 又

は 名 称

住所又は

所 在 地
委託量(t) 備 考

合 計 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

住 所 ○○県○○市○○町○○

氏 名 株式会社○○○○

代表取締役○○○○

電話番号 ○○○-○○○-○○○○

許可番号 ２２２○○○○○○○

備考１参照。産業廃棄物の処分に係る報告なのか特別管理産業廃棄

物の処分に係る報告なのか区別できるように、丸で囲むなどする。

合計の値は延べ数

を記載

備 考 ２

参照

(特別管理)産業廃棄物（中間処理後

の廃棄物を含む。）が排出された事

業場の住所を市町村名まで記載

処 分 を 受

託した (特

別 管 理 )産

業 廃 棄 物

の 種 類 を

記載

処 分 を 受

託 し た

( 特 別 管

理 ) 産 業

廃 棄 物 の

処 分 方 法

を記載

処分した（特別管

理）産業廃棄物の

量を t で記載

処 分 し た

後 の ( 特

別 管 理 )

産 業 廃 棄

物 の 量 を

t で記載

氏名（法人の場

合にあってはそ

の名称）を記載

処分を受託した (特別管理)

産業廃棄物の量を t で記載

中間処理をした後に処

理 を 委 託 し た (特 別 管

理)産業廃棄物の量を t

で記載

備 考 ３

参照 備 考 ４

参照
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５ 委託を受けた産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物について、２以上の処分方法により段階的に処分を行った場合にあっては、最初の段階におけ

る処分に係る記載をした上で、その下段の「処分方法」、「処分量（ｔ）」及び「処分後量（ｔ）」の欄並びに「報告者が処分を委託した者」の

各欄に、後に続く段階における処分に係る記載を続けてすること。

６ 記入欄が不足するときは、この様式の例により作成した書面に記載して、当該書面を添付すること。

７ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分量等については、別紙に記載し添付すること。
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別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

事 業 場 の 所 在 地

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

受 入 量(t)

処

分

量

(t)

処分方法１

処分方法２

処分方法３

受 入 量(t)

処

分

量

(t)

処分方法１

処分方法２

処分方法３

受 入 量(t)

処

分

量

(t)

処分方法１

処分方法２

処分方法３

受 入 量(t)

処

分

量

(t)

処分方法１

処分方法２

処分方法３

別紙は事業場ごと、産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の別ごとに作成

事業場の所在地を番地まで記載

事業場に設置されている施設ごとに、（特別管理）産業廃棄物ごとの処理能力を t

で記載（処分業許可証において施設の処理能力がｍ 3 で記載されているときは、当

該数値を併記すること。）

複数の種類の（特別管理）産業廃棄物を処分する最終処分場の場合にあっては、

ｍ 3 で記載

事 業 場 で

処 分 し た

( 特 別 管

理 )産 業 廃

棄 物 の 種

類 を 記 載

事業場に搬入した（特別管理）

産 業廃 棄物 の量 を t で 記 載
処分方法を記載。処分方法

が４以上あるときは、この

例により記入欄を追加

（特別管理）産業廃棄物を２以上の処

分方法により処分したときには、当該

処分方法ごとに処分した量を記載（２

以上の処分方法により段階的に処分を

行った場合にあっては、「処分量の合

計」＞「受入量」となる。）

事業場で処分した（特別管理）

産 業 廃 棄 物 の 量 を t で 記 載
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

備考

１ 産業廃棄物の処分に係る報告と特別管理産業廃棄物の処分に係る報告は別葉とすること。

２ 事業場ごとに別葉とすること。

３ 「持出先」の欄には、中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物を報告者が別の事業場において自ら処分するため持出しを行う場合には

「自社」、委託して処分するため持出しを行う場合には「委託」、再生品として使用又は販売をするため持出しを行う場合には「再生」と記載す

ること。４ 記入欄が不足するときは、この様式の例により作成した書面に記載して、当該書面を添付すること。

種 類
持 出 先 処 分 方 法

月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

合 計

合 計

合 計

合 計

事 業 場 で

中 間 処 理

し た 後 の

( 特 別 管

理 )産 業 廃

棄 物 の 種

類 を 記 載

備考３参照

持出先での処分方法を記載

例：自社又は委託の場合 焼却、最終処分

再生の場合 販売、自社利用

持出先において、２以上の処分方法により段階的

に処分が行われる場合には、最初の処分方法を記

載



４ 処分状況報告書の記載例

【注意】

この例では、見やすさのため、処分量等の値に整数を用い

ています。実際に報告書を作成するときには、必要に応じて

量を小数点以下まで記入してください。
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●事例１

事業場　

がれき類 破砕施設 委託処理（最終処分）
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種 類 処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

がれき類 破砕 5,000 2,000 (株)○○ 静岡県○○市 1,100
022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 5,000

(有)△△ △△県△△市 1,900

(株)△△ 静岡県△△市 1,500

(株)□□ 静岡県□□市 500

合 計 ― 5,000 2,000 ― ― ― 5,000 ― ― ― ― 5,000 ―

種 類 処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

がれき類 破砕 1,100 1,100 (株)○○ 静岡県○○市 1,100
022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 1,100

がれき類 破砕
1,900 1,900 (有)△△ △△県△△市 1,900

022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 1,900

がれき類 破砕
1,500 1,500 (株)△△ 静岡県△△市 1,500

022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 1,500

がれき類 破砕
500 500 (株)□□ 静岡県□□市 500

022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 500

合 計 ― 5,000 5,000 ― ― ― 5,000 ― ― ― ― 5,000 ―

以下のようにも記載可
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別紙（用紙 日本工業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設 がれき類○○t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

がれき類

受 入 量(t) 440 480 360 475 445 420 435 455 290 395 410 395 5,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 5,000

処分方法２

処分方法３

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

がれき類

委託 最終処分 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 5,000

合 計 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 5,000



19

●事例２

事業場　1 事業場　２

最終処分場がれき類 破砕施設
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事業場１

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類

処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

がれき類 破砕 5,000 5,000 (株)○○ 静岡県○○市 1,100

(有)△△ △△県△△市 1,900

(株)△△ 静岡県△△市 1,500

(株)□□ 静岡県□□市 500

最終処分 5,000 0

合 計 ― 10,000 5,000 ― ― ― 5,000 ― ― ― ― 0 ―

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設 がれき類○○t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

がれき類

受 入 量(t) 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 5,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

処分方法２

処分方法３

２以上の処分方法により段階的に処分を行った場合にあっては、最初の段階における処分に係る記載をした上で、その下段の「処分方法」、「処分量（ｔ）」

及び「処分後量（ｔ）」の欄並びに「報告者が処分を委託した者」の各欄に、後に続く段階における処分に係る記載を続けてすること。
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

事業場２

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

がれき類

自社 最終処分 465 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 5,000

合 計 465 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 5,000

事 業 場 の 所 在 地 静岡県△△市△△町△△△△

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

最終処分場 がれき類 ○○ｔ（××ｍ 3）

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

がれき類

受 入 量(t) 465 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 5,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 最終処分 465 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 5,000

処分方法２

処分方法３

中間処理ではないので、「中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持

出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況」は不要
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●事例３

事業場　1 事業場　２

焼却施設
委託処理（燃え殻、最
終処分）

廃プラスチック類 破砕施設
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事業場１

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類

処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

廃プラスチック類 破砕 5,000 5,000 (株)○○ 静岡県○○市 1,100

(有)△△ △△県△△市 1,900

(株)△△ 静岡県△△市 1,500

(株)□□ 静岡県□□市 500

焼却 5,000 500
022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 500

合 計 ― 10,000 5,500 ― ― ― 5,000 ― ― ― ― 500 ―

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設 廃プラスチック類○○t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

廃プラス

チック類

受 入 量(t) 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 5,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

処分方法２

処分方法３
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

事業場２

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

廃 プ ラ ス

チック類

自社 焼却 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

合 計 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

事 業 場 の 所 在 地 静岡県△△市△△町△△△△

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

焼却施設 廃プラスチック類△△t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

廃プラス

チック類

受 入 量(t) 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

処

分

量

(t)

処分方法１ 焼却 465 470 335 480 445 395 445 450 310 400 420 385 5,000

処分方法２

処分方法３
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

燃え殻

委託 最終処分 45 50 33 50 45 40 42 45 30 40 40 40 500

合 計 45 50 33 50 45 40 42 45 30 40 40 40 500
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●事例４

事業場

委託処理(燃え殻、最
終処分）

廃プラスチック類
破砕施設

焼却施設
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別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類

処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

廃プラスチック類 破砕 5,000 5,000 (株)○○ 静岡県○○市 1,100

(有)△△ △△県△△市 1,900

(株)△△ 静岡県△△市 1,500

(株)□□ 静岡県□□市 500

焼却 5,000 500
022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 500

合 計 ― 10,000 5,500 ― ― ― 5,000 ― ― ― ― 500 ―

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設 廃プラスチック類○○t/日、焼却施設 廃プラスチック類△△t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

廃プラス

チック類

受 入 量(t) 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 5,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

処分方法２ 焼却 465 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 380 4,985

処分方法３
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

燃え殻

委託 最終処分 45 47 35 50 40 40 45 45 30 40 43 40 500

合 計 45 47 35 50 40 40 45 45 30 40 43 40 500
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●事例５

事業場

委託処理(燃え殻、最
終処分）

廃プラスチック類
破砕施設

焼却施設

①

②



30

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類

処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

廃プラスチック類 破砕 5,000 5,000 (株)○○ 静岡県○○市 1,100

(有)△△ △△県△△市 1,900

(株)△△ 静岡県△△市 1,500

(株)□□ 静岡県□□市 500

焼却 5,000 500
022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 500

焼却 1,000 100 (株)○○ 静岡県○○市 1,000
022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 100

合 計 ― 11,000 5,600 ― ― ― 6,000 ― ― ― ― 600 ―

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設 廃プラスチック類○○t/日、焼却施設 廃プラスチック類△△t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

廃プラス

チック類

受 入 量(t) 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 6,000

処

分

処分方法１ 破砕 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

処分方法２ 焼却 545 550 440 560 520 485 525 530 400 480 500 470 6,005

②

①
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

量

(t)
処分方法３

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

燃え殻

委託 最終処分 55 55 45 55 52 48 50 55 40 50 50 45 600

合 計 55 55 45 55 52 48 50 55 40 50 50 45 600



32

●事例６

事業場　１ 事業場　２

最終処分場(燃え殻）

廃プラスチック類
破砕施設

焼却施設
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事業場１

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類 処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

廃プラスチック類 破砕 5,000 5,000 (株)○○ 静岡県○○市 1,100

(有)△△ △△県△△市 1,900

(株)△△ 静岡県△△市 1,500

(株)□□ 静岡県□□市 500

焼却 5,000 500

焼却 1,000 100 (株)○○ 静岡県○○市 1,000

燃え殻 最終処分 600 0

合 計 ― 11,600 5,600 ― ― ― 6,000 ― ― ― ― 0 ―

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設 廃プラスチック類○○t/日、焼却施設 廃プラスチック類△△t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

廃プラス

チック類

受 入 量(t) 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 6,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 460 470 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 4,995

処分方法２ 焼却 545 550 440 560 520 485 525 530 400 480 500 470 6,005

処分方法３
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

事業場２

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

燃え殻

自社 最終処分 55 55 45 55 52 48 50 55 40 50 50 45 600

合 計 55 55 45 55 52 48 50 55 40 50 50 45 600

事 業 場 の 所 在 地 静岡県△△市△△町△△△△

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

最終処分場 ○○ｍ 3

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

燃え殻

受 入 量(t) 55 55 45 55 52 48 50 55 40 50 50 45 600

処

分

量

(t)

処分方法１ 最終処分 55 55 45 55 52 48 50 55 40 50 50 45 600

処分方法２

処分方法３

中間処理ではないので、「中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、

処分方法ごと及び月ごとの持出状況」は不要
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●事例７

事業場　

再生

委託処理（最終処分）がれき類

破砕施設　２

破砕施設　１
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別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類

処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

がれき類 破砕 5,000 5,000 (株)○○ 静岡県○○市 1,100
022

3・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 2,000

(有)△△ △△県△△市 1,900

(株)△△ 静岡県△△市 1,500

(株)□□ 静岡県□□市 500

合 計 ― 5,000 5,000 ― ― ― 5,000 ― ― ― ― 2,000 ―

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設１ がれき類○○t/日

破砕施設２ がれき類△△t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

がれき類

受 入 量(t) 450 480 350 470 450 410 440 450 300 390 420 390 5,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 460 475 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 5,000

処分方法２

処分方法３

異なる施設で行った処分あっても、同じ処分方法で処分した場合、まとめて記載する。
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

がれき類

委託 最終処分 160 200 120 210 230 150 190 200 100 140 180 120 2,000

再生 販売 300 275 220 270 210 245 255 250 210 260 240 265 3,000

合 計 460 475 340 480 440 395 445 450 310 400 420 385 5,000
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●事例８

事業場

委託処理（肥料製造）

委託処理（焼却）木くず
破砕施設
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別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

種 類
処分方法 処分量 (t)

処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

木くず 破砕 5,000 5,000 △△(株) 静岡県△△市 5,000
022

2・・・・・・・
(株)☆☆ ☆☆県☆☆市 2,000

022

2・・・・・・・
△△△△ 静岡県△△市 3,000

合 計 ― 5,000 5,000 ― ― ― 5,000 ― ― ― ― 5,000 ―

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設 木くず○○t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

木くず

受 入 量(t) 400 450 450 250 400 450 500 400 350 500 500 350 5,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 400 500 450 250 400 500 450 400 300 450 550 350 5,000

処分方法２

処分方法３
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

木くず

委託 焼却 150 250 200 0 150 250 200 150 50 200 300 100 2,000

委託 肥料製造 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 3,000

合 計 400 500 450 250 400 500 450 400 300 450 550 350 5,000
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●事例９

事業場　１ 事業場　２

がれき類

廃プラスチック類

木くず

破砕施設　１

破砕施設　２

委託処理（肥料製造）

再生

最終処分場

委託処理（焼却）

委託処理（焼却）
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種 類 処分方法 処分量 (t)
処 分 後

量 ( t )

報 告 者 に 処 分 を 委 託 し た 者 報 告 者 が 処 分 を 委 託 し た 者

許可番号
氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

受 託

量 ( t )
備 考 許可番号

氏名又は

名 称

住 所 又 は

所 在 地

委 託

量(t)
備 考

がれき類 破砕 3,000 1,500 (株)○○ 静岡県○○市 1,100

(有)△△ △△県△△市 1,900

最終処分 1,500 0

廃プラスチック類 破砕 2,000 2,000 (株)△△ 静岡県△△市 1,600
022

2・・・・・・・
(有)☆☆ 静岡県△△市 1,000

(株)□□ 静岡県□□市 400
022

2・・・・・・・
(有)□□ 静岡県□□市 1,000

木くず 破砕 1,000 1,000 △△(株) 静岡県△△市 1,000
022

2・・・・・・・
(株)☆☆ ☆☆県☆☆市 400

022

2・・・・・・・
△△△△ 静岡県△△市 600

合 計 ― 7,500 4,500 ― ― ― 6,000 ― ― ― ― 3,000 ―
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事業場１

別紙（用紙 日本産業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

事 業 場 の 所 在 地 静岡県○○市○○町○○○○

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

破砕施設１ がれき類○○t/日

破砕施設２ がれき類△△t/日、廃プラスチック類□□t/日、木くず☆☆t/日

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

がれき類

受 入 量(t) 250 280 200 270 250 260 340 250 150 190 320 240 3,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 260 270 190 280 240 245 345 250 160 200 320 240 3,000

処分方法２

処分方法３

廃プラス

チック類

受 入 量(t) 150 190 200 200 160 110 140 200 150 150 190 160 2,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 160 170 210 200 170 90 140 210 140 150 200 160 2,000

処分方法２

処分方法３

木くず

受 入 量(t) 80 90 90 50 80 90 100 80 70 100 100 70 1,000

処

分

量

(t)

処分方法１ 破砕 80 100 90 50 80 100 90 80 60 90 110 80 1,010

処分方法２

処分方法３
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中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況

種 類 持 出 先 処 分 方 法
月 ご と の 持 出 量 （ ｔ ） 年間総

量（ｔ）４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

がれき類

再生 販売 130 140 95 140 120 125 170 120 75 100 160 120 1,495

自社 最終処分 130 130 95 140 120 120 175 130 85 100 160 115 1,500

合 計 255 260 200 280 240 235 350 250 155 205 320 225 2,975

廃プラス

チック類

委託 焼却 160 170 210 200 170 90 140 210 140 150 200 160 2,000

合 計 160 170 210 200 170 90 140 210 140 150 200 160 2,000

木くず

委託 焼却 30 45 40 0 30 40 50 25 20 50 50 25 405

委託 肥料製造 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

合 計 80 95 90 50 80 90 100 75 70 100 100 75 1,005
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事業場２

別紙（用紙 日本工業規格Ａ４横型）

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、処分方法ごと及び月ごとの処分状況

事 業 場 の 所 在 地 静岡県△△市△△町△△△△

処分方法並びに当該処分が行われる施設ごと

及び産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物

の 種 類 ご と の 処 理 能 力

最終処分場 がれき類○○t（××m3）

種 類 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
年間総

量（ｔ）

がれき類

受 入 量(t) 130 130 95 140 120 120 175 130 85 100 160 115 1,500

処

分

量

(t)

処分方法１ 最終処分 130 130 95 140 120 120 175 130 85 100 160 115 1,500

処分方法２

処分方法３

中間処理ではないので、「中間処理後の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の種類ごと、持

出先ごと、処分方法ごと及び月ごとの持出状況」は不要



別添

燃え殻 1.14

汚泥（泥状のもの） 1.10

廃油 0.90

廃酸 1.25

廃アルカリ 1.13

廃プラスチック類 0.35

紙くず 0.30

木くず 0.55

繊維くず（天然繊維くず） 0.12

動・植物性残渣 1.00

動物系固形不要物 1.00

ゴムくず（天然ゴムくず） 0.52

金属くず 1.13

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 1.00

鉱さい 1.93

がれき類（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた不要物） 1.48

動物のふん尿（畜産農業から排出されたもの） 1.00

動物の死体（畜産農業から排出されたもの） 1.00

ばいじん（工場の排ガスを処理して得られるばいじん） 1.26

処分するために処理したもの（13号廃棄物） 1.00

建設混合廃棄物 0.26

廃電気機械器具 1.00

感染性廃棄物 0.30

廃石綿等（飛散性） 0.30

産業廃棄物の種類ごとの集計単位
(報告する産業廃棄物の種類）

重量換算係数
(t/ｍ3)

換算表（参考値）


